
事業概要

１．目的
太陽光発電の普及に伴い、使用済みシステムの大量発生が予想され、リサイクル技術の実用化を着実に進めることが必要である。

     本プロジェクトは、従来検討した『合わせガラス型』に加え、全世界における95%以上の生産量である『結晶シリコン太陽電池モジュール』まで対象範囲を広げ、前プロジェクトで開発した技術を応用し、
     低環境負荷でのマテリアルリサイクルを実証することを目的とする。
２．期間

2020年7月8日～2025年3月31日
３．最終目標
     結晶シリコン及びCIS太陽電池モジュールに対し、ガラス及び樹脂材料のマテリアルリサイクルが可能な処理技術開発及び、リサイクル物の用途開発とそれに適合する品質評価技術開発を行う
     事で、結晶シリコン及びCIS太陽電池モジュールのマテリアルリサイクル率80%、売却益を含む分解処理コスト3円/Wの処理技術を実証する。
４．成果
    結晶シリコン型太陽電池およびCIS型太陽電池モジュールに対し、剥離、分解、選別、抽出などの比較的低エネルギーな分離手法によるマテリアルリサイクルプロセス開発と、生成したマテリアルの
用途開拓を行った。  30種類以上の結晶シリコンモジュールの構造、マテリアルを解析し、前プロジェクトにおいて開発した技術を基軸としたプロセスおよび、用途と市場を勘案した新たなマテリアル

    回収技術を開発した。その結果、大量排出期において潤沢に処理パネルが排出される環境と、200 MW/年の大型処理施設にて処理を行う前提にて、マテリアルリサイクル率92 ％およびリサイクル
    コスト2.7円/W（35.7 円/kg）の試算結果を得た。特にカバーガラスのコンクリート骨材用途においては、ASR等の問題を宮崎大学とクリアし、企業とコンクリート2次製品開発を行った結果、JISの製品
    規定を満足し、みやざきリサイクル製品認定へのエントリー可能な段階に到達した。

団体名：ソーラーフロンティア株式会社

太陽光発電主力電源化推進技術開発／太陽光発電の長期安定電源化技術開発

結晶シリコン及びＣＩＳ太陽電池モジュールの低環境負荷マテリアルリサイクル技術実証

連絡先：ソーラーフロンティア株式会社株式会社 原田 秀樹
MAIL：hideki.harada.4750@solar-frontier.com

1. 開発対象とリサイクルプロセスフロー

2. 新たなカバーガラスの分離技術としてパネルセパレータの開発 

3. セルシート内マテリアルおよびCISの分離回収技術開発 

4. 用途開拓

パネルセパレータの処理によるEVA残渣の定量化剥離に係るパネル内温度分布を検討
パネルセパレータの概要

CISおよびAgの抽出設備の開発フィンガー電極からAgの抽出プロセス開発

セルシート内マテリアル分離技術開発

回収したマテリアルのリサイクル率試算結果と想定した用途PVガラスを骨材としたコンクリート2次製品の開発

今回開発したプロセスフロー結晶シリコンパネルのカバーガラスおよびバックシートの分析

太陽電池モジュールの構造 28種類の結晶シリコン太陽電池パネルをXRFおよびラマン分光法により解析

• As、Pbが約30％のパネルに混入、Sbは全数に混入
• フッ化化物（PVDF)を用いたBS（バックシート）は約30%に適用
• フッ化物BSは海外製品（G社～N社）に適用例が多い

CIS: 銅 (Cu)、インジウム (In)、セレン (Se)を含有
Seの溶出量基準値は0.01mg/L 以下
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